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　　 　　　 　　　 　　　 　横浜市立大学助教授 西 村 隆 一
　 Hugginsに依 り前立腺癌 が男性 ホル モソ依存 性で,こ のため治療法 として所謂抗男性 ホ
ルモン療法 が提 唱 され てか ら間 もな く25年にな る.初 診時,す でに根治手術 の時期が失われ
て居 る症例 は略 々90%に達 す るため前立腺癌 では抗 男性ホルモ ソ療法が最 も重要 な治療法 と
なる もので あ り,又,Hugginsの功 績は非常 に大 きなもの と云 え よう.
　 しか し,此 の抗男 性ホル モ ン療 法に も,ひ とつの宿命 があつた.そ れは,確 かに此の療法
は有効で あるが,又,一 方,決 して前 立腺癌 を根 治 させ るものではな く,早 晩再発は免れ得
ない と云 う事実 であ る.そ れ故,抗 男性 ホルモ ソ療法 で前立腺癌 を根 治 させ るには どうすれ
ば良いか,又,再 発 した症例 の治療 を どうすべ きか等 が大 きな研 究テーマ となつた.そ して,
今 目では前立腺癌 のホル モン依存性 は男性 ホル モソ との関係 だけで説 明す るHugginsの考
え方 よ り複雑 とな り,生 体内 のホルモ ソ性環境が重要視 される様 になつて きた.
　 前 立腺 癌のホル モ ソ依存性 を生体 内のホル モソ性環境 と云 う立場 より世 界中の学者 がその
ホルモ ン療法を研究 して居 るが,我 が国の研究者達 の優 れた業 績が数多い ことも論を侯たぬ
所 であ る.泌尿 器科領域 に於 け る内分泌学 を勉強 して居 る私 に特 に印象深 い研究 としては,第
15回日本 医学 会総会 での市 川名誉教授一派 の報告 で,前 立腺癌の ホル モン依存性をEstrogen
又 はEstrogenとCorticoid(更にAndrogen)で間脳機能 を低 下せ しめ得 る場合 と解釈 さ
れたが,私 は此 の考 え方 に深 い感銘 を与え られ た ものであ る.又,昨 年広 島での加藤教授 の
宿題報告 は前 立腺 の基礎 及び臨床 の広範 囲にわた るす ぐれ た研究 で,私 自身 やつてみたい と
思 つて居 た テーマをひ とあし先 にや られて しまつた様 な気 が したのである.更 に,近 着 の
Journal　ofUrologyに東大泌尿 器科浅野氏 が ニュー ヨークのDr・George　Nagamatsuの所
に留学中 の研 究が載つ て居 る.此 の論文 は全米 泌尿器科学会 で銀賞 を与 えられ た 研 究 で,
Prolactinと前 立腺 の関係 を論 じた ものであ る.　Prolactinと前立腺 との関係 に就 ては,す
でにGrayhack&Scottに依 りTestosteroneとProlactinは前立腺発育 に協力的 に作用
す るこ とが報告 され て居 た.そ れ故,男 性 に於 け るProlactinのtarget　organが前立腺 と
考 えれば当然前立 腺摘 出に伴 う下垂 体中Prolactinの態度は研究 され るべ きで あ り・又 ・そ
の ことに思いつ けば決 して困難 な仕事 とも思 えないが実 際には誰 も手 をつけなかつた問題 を
浅 野氏は見事 解明 され たので ある.
　 さて,先 に 述べ た 前立腺発育 にTestosteroneとProlactinが協力作用が ある ことは
Grayhack&Scottがは じめて唱 えた ものであるが,こ のScottとは御承知の如 く　Johns
HopkinsのWilliam　Wallace　Scott教授 であ る.　Scott教授 は1953年にはProlactinを
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anotherprostatestimulatinghormoneと云つ て居 られ る.前 立腺癌 のホルモ ン療法 に於
け るScott教授の業績 は此 のProlactinの問題 のみな らず,此 の分野 のすべて の面 でイ ニ
シアテ ィ■・一・ブを とつて居 られ る と云 え よう.即 ち,Hugginsの唱えた抗 男性ホル モ ン療 法
で は前立腺癌 を根治 せ しめない ことが判明す る と
a)男 性 ホル モソ依存性 と云 うことが,前 立腺癌 の発育 に必須 な らば,体 内か ら完全 に男
性 ホル ・モソを除去す るには,castration-estrogentreatment以外 に どんな方法が あるか.
b)前 立腺癌 の発育 に男性 ホル モン以外 の他 のfactorがあるとすれば,そ れを探究せね
ば な らない.
と述 べて居 られ る.こ れは今か ら15年前のScott教授 の意見で ある.此 の正 しい判断 に基 い
た研究が副腎別除術及 び下垂体捌除術等 の画期 的な治療法 の発達 に貢 献 したのであ る.副 腎
捌除術及 び下垂体別除術 に就 ては今後 尚,解 明 されねば ならない多 くの問題 を有 す るもの と
思れ るが,Scott教授 に依 り研究 の進 むべ き大道が示 され た ことは事 実で ある.更 に敬 服す
べ きこ とは,Scott教授は今 日尚輝 しい業績 を相次 いで発表せ られ て居 るこ とである.御 承
知 の如 く1963年7月よりScott教授を編輯 者 としてInvestigativeUrologyカ{発行 されて
居 る.此 の創刊号 の巻頭 言でScott教授 は臨床医学 に密接 した基礎i的研究の重要性 を強調
して居 られ る.私 の様 に若 い者は臨床医家 であ りなが らやや もすれぽ基礎 的研究 のみにな り
勝 ちで あるため教え られ るものが あつ た.
InvestigativeUrologyは今 日迄 に10冊が刊行 され て居 るがScott教授 一派 に依 り前立腺
に関す る9つ の論文 が発表 されて居 る.エ ネルギッ シュな研究 は全 く驚嘆 すべ きものが ある.
Scott教授 と私の如 き若輩 とではすべ てに於い て雲泥 の差 は勿 論で ある.し か し,私 は ここ
でス トレス学 説のSelye教授 のThestoryoftheadaptationsyndromeを思 い出す.
1936年Selyeは30才に も満 たない若 さで警告刺戟 の学説 を発表 しそ の後 更に研究 を続 けス
トレス学説を樹立す るのであ る.し か し,此 の偉大 な研究 も出発 点で は実験動 物を寒冷 にさ
らし,そ の下垂体 を乳 鉢です りつぶす と云 う設備 も費用 もい らな い方法 で若 いSely1に依 り
行 われた ものが ス トレス学説発 展の基礎 になつ て居 る ことである.若 輩 の小 さな仕 事で も無
限に発展 し得 るpotentia1を有 し得 るもの と考 え前進 を続 け るべ きで ある と思 つて居 る.
過去 に於 いてScott教授 は前立腺癌 のホルモ ソ療 法研 究の進むべ き大道 を示 され たが,今
日では,現 段階で前立腺癌治療 の 目標をかか げられScott教授 もその 目標 をめ ざして前進 し
て居 られ る.私 に とつ て,Scott教授 の示 され たター ミナルの灯 は遠 くJそ こえの到達 は不
可能 に近 い程 けわ しい道程 と思 われ るが,一 歩 つつ,少 しで もその 目標 に近 づ くべ く努力 し




tablet.Ohhappyday!(前立腺 肥大症 の縮少,前 立腺癌 の静
止・及 び1ibido,potentiaの増 進,こ れ らすべ てを錠剤 の服用 に
よつて可 能な らしめ る日が来れば,そ れ は泌尿 器科 学 に於 け る何
と輝 か しい 日であろ うか.Ohhappyday!)
